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1.　昭和40 年 の調査研究においては山口県学童 の体

位は，入学当初は生後 ６年間 の食生活 及び家庭 の育 児態

度 の影響を うけ，調査27 校 の児童 の体位 と家庭 の育児

努力 の相関が高く，地域 の差 もかなり大き かった。 その

後４年を経過し た昭和44 年 の時点 に お い てどのような

変化がみられるか，又特に今回は学童 の体力 の点を究明

したい と考えて本調査を試 みた。

2･　第１回の調査校27 校の 中から上位校2, 中位校

2, 下位校 ４ を抽出し，育児資料調査 とし て昭 和44 年

４月 １年入 学児童 の家庭(395) に質問紙 法に よ り食生活

面５領域12 問，住生活関係 ３領域４問計16 問につい て

解答を求 めた。又別 に，こ れら の児童(395   名)に　1) シ

ヤトル ラン,   2)垂直 とび，3)後幅 とび，4)前後開脚，5)

後そらし の５種目につい て体力 の測定を行なった。

3.　４年前にくら べ出生時 の体位はあ まり上昇し てい

ないが，1 年入学時は低位校 に大き な伸びが みら れ学校

間格差縮小 の傾向が目立った。又育 児条件 と体位 の相関

係数は，やや低くなった。体力測定 の結 果 か ら 学童を

High class とLow class に分け比較検討の結果，体位

と体力はほぼ比例してい てしか も出生時体位が関係して

い ることがわかった。即ち体位向上 のために， のぞ まし

い要因はナベて体力において ものぞ まれ，家庭におけ る

育 児努力 の必要性が明ら かになった。


